
インクルーシブ教育・ダイバーシティ・ジェンダーフリー・SDGs



インクルーシブ教育（外国人児童・生徒への対応）

「日本語学習用動画」作成基本方針
以下の2部構成で，各3分前後の日本語学習用動画48本（各24本）を作成

Ⅰ. シナリオ動画（「サバイバル日本語中心」だが「日本語基礎」も一部含む）
Ⅱ. 語彙動画

1. 子どもの言語習得は，子ども自身の意欲・動機にもとづくことが大前提。それを最大限に促せるものとする
よう留意する。

2. 各動画にはタイトルコールを付ける。タイトルは振り仮名付きの漢字で表す。動画ではBGMを活用する。
3. 動画の欄外に各言語での訳や説明があればよいが，その際の言語は，中国語（簡体字），英語，ベトナム
語，ポルトガル語，スペイン語で，それ以外は随時追加する。

4. 登場人物の性別による属性や行動，趣向などが，ジェンダーバイアスを助長するものにならないよう配慮す
る（校長→女性，保健の先生→男性，体育の先生→女性，保護者→男性にする，サッカーをする子どもに女
子もいるようにする，など）

5. 文字のフォントや色使いは，ユニバーサルデザインに配慮したものを用いる。用いるフォントは異なってもよ
いが，「さ」のようにフォントによって字形が異なるものは用いない。

6. 各動画には，学習項目や場面のタグ，関連する他の動画へのリンクを付ける。
7. 動画を独立した教材としてではなく，日本語指導担当者にとっても， 対面・オンライン問わず，指導に組み
込んで活用できるものを想定して作る。

サバイバル日本語

●日本語がまったくわからない段階から，日常生活・学校生活を送る上でさしあたって必要になる語彙や表現
を場面とともに学び，行動できるようになることを目指す 内容（『外国人児童生徒受入れの手引き』p.28より）
A）健康で衛生的な生活を送る（トイレ，給食，体調，衛生） 例「先生，トイレいいですか」「お腹痛いです」「こ

れ，食べられない」
B）安全な生活を送る（交通安全） 例「気をつけて」「危ない」「信号／赤・青・黄」
C）周囲の仲間との関係をつくる（自己紹介，あいさつ，休み時間，物の貸し借り） 例「おはよう」「さようなら」

「ありがとう」「ごめん」「これ貸して」
D）学校生活を円滑に送る（教科名，教室移動，勉強道具，授業の準備，清掃） 例「国語／算数（数学）／社

会…」「教室／職員室／運動場に行こう」「次，何の授業？」

日本語基礎

●日常会話では身につかない整った文での日本語を四技能で身につけ，教科学習につ
なげるための，日本語の基礎となる文字・表記，発音，語彙，文型の学習 内容（『外国人
児童生徒受入れの手引き』p.28～より）

A）文字・表記，発音，語彙（これらはなるべく区別せず一体で扱う） 例）平仮名・片
仮名，特殊拍（長音・拗音・促音・撥音） 例）名詞（色，動物，数，数量詞，日付・曜日・
時間，方向），動詞（起きます・食べます・行きます），形容詞（あつい・さむい，たのしい）
B）文型 例）「教室用語（起立・気をつけ・礼，立って・座って・書いて・見て）」「同じ・

違う」「いる・いない」「～ている」「～ですか／ますか」

兵庫教育大学・神戸市教育委員会 共同研究
年少者向け初期日本語学習用動画



現職教員研修の体系化
ナショナルプログラム（全国の教職員対象研修プログラム）

若手教員

ミドル教員

ベテラン教員

学校管理職

トップリーダー

教職に必要な素養等プログラム
・教師としての成長セミナー
・AAAAセミナー
・BBBBセミナー

生徒指導等プログラム
・学級経営セミナー
・CCCCセミナー
・DDDDセミナー

学習指導等プログラム
・防災教育セミナー
・音楽実技セミナー
・EEEEセミナー

DX推進プログラム
・教育データサイエンス特別セミナー
・FFFFセミナー
・GGGGセミナー

インクルーシブ教育プログラム
・特別支援教育アドバンスセミナー
・HHHHセミナー
・IIIIセミナー

自主研修・中堅教諭等
資質向上研修等に活用

５プログラムの体系のもと，
各職階に応じた様々なセミナーを実施



「教育データサイエンス特別セミナー」（ナショナルプログラム）

2022年度入学生から、「AI・データサイエンス基礎」、「教育データサイエンス」
の２科目を開設するため、授業計画等作成 その試行実践



学部「教養ゼミ」における「STEAM教育演習Ⅰ」の試行実践



TEX program
学部：教職課程の授業へ
大学院：共通5領域の授業

へ

学校教育学部
STEAM教育概論

学校教育学部
STEAM教育演習Ⅰ

学校教育学部
教養ゼミ 1

学校教育学部
教養ゼミ 2

学校教育学部
教養ゼミ 3

学校教育研究科（教職大学院）
STEAM教育発展論
学校教育学部

STEAM教育演習Ⅱ

地域活動

2023〜
学部・大学院
新科目スタート

2021〜
学部

STEAM教育演
習試行授業

附属学校園
STEAM
教育実践

附属学校園を
フィールドとした
教育実習で

STEAM教育を展開

intel STEAM Lab @ HUTE
co-learning space

附属中学校
クロスカリキュラム

で実現するSTEAM教育
附属小学校
未来を築く力を育む

STEAM教育
附属幼稚園
遊びの充実
ティンカリング

小学生対象
プログラミング
ロボット教室

学校教員対象
プログラミング教育
ICT活用教育に関する研修

教員研修

修了生と連携した
3D-CAD & 
プリンター
ワークショップ

STEAM教育をテーマとした
地域活動用の研修教材パッケージ開発

「出張型」活動から
「引き込み型」活動へ
学部学生の参加による
臨床経験の提供

intel STEAM Lab @ 
HUTE

co-learning space
山国分室

2021
地域活動
教員研修

2022〜
地域活動用
研修教材
パッケージ
開発

引き込み型へ

2022

intel STEAM Lab実証研究校募集事業 採択決定

実地教育Ⅲ（附属小学校での教育実習）で、全学生がGIGA端末活用を体験



附属学校園におけるSTEAM教育実践





STEAM教育



FD（① GIGAスクール、② 教育データサイエンス、③ STEAM教育）

① GIGAスクール関係
LMS（ロイロノート for school） デジタル教科書

HyFlex授業 オンライン授業

②教育データサイエンス
テキストマイニング

③STEAM教育

CReATE Seminar  年間10回開催



2021年度第７回 CReATE Seminar【Society5.0×Teacher Education 研究会（第１回）】・
FDサロン
教師教育と省察的実践

2020年度第2回Society5.0×Teacher Education研究会・FDサロン
アクティブ・ラーニングを問い直す
―オンライン授業におけるアクティブ・ラーニングの課題と可能性―

2020年度第1回Society5.0×Teacher Education研究会・FDサロン
オンライン授業の先に何を見るか



阪神間（神戸市）での研究開発拠点整備
2023年10月 神戸キャンパスを移転・大幅拡充（兵庫県との連携事業）

（現在）1,700㎡ ⇒ （移転後）3,600㎡

○Society5.0時代の教師のリカレント教育を推進するためのラボを整備

デジタル×STEAM lab

デザイン思考.lab

○「先端教職課程カリキュラム開発センター神戸オフィス」を設置
兵庫県・神戸市教育委員会、民間企業等連携機関とのHUB機能を整備

Society5.0×Teacher  Education

○神戸市の地域課題にも連携して対応 ⇒ 外国人児童生徒への対応等インクルーシブ教育の推進

入居予定の兵庫県の建物のイメージパース





教育委員会等 主な連携内容

教職員支援機構 教員の育成に関する目標の策定、教職科目の体系
検討、学習者中心の学びのデザイン、ファシリ
テーターとしての教師の役割に関する目標の策定、
教職科目の体系検討

兵庫県教育委員会
人事交流

教員の育成に関する目標の策定、教職科目の体系
検討、５年一貫による教員養成

神戸市教育委員会 教員の育成に関する目標の策定、教職科目の体系
検討、５年一貫による教員養成

南あわじ市教育委員会 防災教育に関する科目開発・運用・改善

加西市教育委員会
STEAM教育に関する科目開発・運用・改善

兵庫県立豊岡高等学校

堺市教育委員会
特別教授

教師の資質、教職科目の体系検討

大学等 主な連携内容

滋賀大学 EdTech、教育データの利活用、およびSTEAM教育
に関する科目開発・運用・改善

鳴門教育大学

上越教育大学
インクルーシブ教育に関する科目開発・運用・改善

岡山大学

立命館大学教職研究科 教職大学院科目、５年一貫による教員養成

放送大学 EdTech、教育データの利活用等、成果の普及

芸術文化観光
専門職大学

ファシリテーション及びSTEAM教育に関する科目
開発・運用・改善

全国的な教員養成ネットワークの構築と成果の展開
民間企業等 主な連携内容

神戸新聞社

AI・データサイエンス、EdTech活
用、STEAM教育に関する科目開
発・運用・改善

篠山チルドレンズミュージアム
クロスアポイントメント

ダイワボウ情報システム

東京書籍 クロスアポイントメント

リクルート

Google

intel

Global Language Institute

MM総研

キャリアリンク AI・データサイエンス、連携調整

アワーズ

教師の連携・協働、インクルーシブ教育
等に関する科目開発・運用・改善

錦城護謨

本郷さくら総合法律事務所
クロスアポイントメント

LITALICO

校長会等 主な連携内容

全国連合小学校長会

教職科目の体系見直し
全日本中学校長会

全国高等学校長協会

全国都道府県教育長協議会

全国都市教育長協議会

全国町村教育長会

文部科学省
教員養成
フラッグ
シップ大学
推進委員会

先端教職課程カリキュラムの全国展開

兵庫教育大学教員養成フラッグシップ大学
コンソーシアム

兵庫教育大学先端教職課程
カリキュラム開発センター事務局

2．全国的な教員養成ネットワークの構築と成果の展開



活動 アウトプット 直接アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム
1−① 望
ましい資質
目標の設定

・新・教員養成スタン
ダード策定
・eポートフォリオ運用

・資質・能力の枠組み設定
・自律した学修者の養成
・学生の資質・能力の見え
る化

・自身の資質・能力のメタ認
知による教員就職意欲向上

・自律した学習者を
育てる教師の増加

1−② 授
業科目開発

・カリキュラムポリシー
改訂
・開発科目群、科目数、
科目内容
・実装科目群、科目数、
科目内容、受講者数、単
位取得状況、成績分布

・学生の資質向上（学習者
観・学習観の転換、ファシ
リテーション力の獲得、イ
ンクルーシブ教育実践力の
獲得、デジタル教科書、校
務システムの活用力の獲得、
教育データ分析力の獲得、
STEAM教育指導力の獲得、
非認知的能力の向上）

・教師の指導力向上（自律し
協働する学習者を育成しよう
とする教師、ファシリテー
ション力の向上、インクルー
シブ教育実践力の向上、デジ
タル教科書、校務システムの
活用力の向上、教育データ分
析力の向上、STEAM教育指導
力の向上、非認知的能力の向
上）

・価値共創できる教
師の増加
・児童・生徒の認知
的能力向上を支援す
る教師の増加
・児童・生徒の非認
知的能力向上を支援
する教師の増加

2-① コン
ソーシアム
による研
究・開発、
実装、評価

・設置（連携機関数）、
会議回数
・教員養成の多様なス
テークホルダーの連携

・連環型システムによる評
価
・アジャイル型手法による
社会的ニーズを先取りした
教職課程カリキュラムの開
発、実装

・アジャイル型手法による社
会的ニーズを先取りした教職
課程カリキュラムの評価、改
善

・教職課程カリキュ
ラムの質向上
・連環型評価システ
ムの質向上

2−② 教
職協働、学
生参画FD

・研修会年10回、連携研
究会年2回
・参加教員・学生数

・参加教員・学生数の増加
・教職協働、学生参画FDの
全国展開

・大学教員の学習者観の転換 ・転換された学習者
観に基づく授業実践
の増加

3 教職課
程の制度改
善への貢献

・教員養成フラッグシッ
プ大学推進委員会への参
加
・5年一貫による教員養
成制度のモデル策定
・教育学部（学科）アド
バンスト科目の設定

・教員養成フラッグシップ
大学推進委員会との協働に
よる事業内容の機動的な評
価・改善
・5年一貫制による教員養成
制度の導入
・教育学部（学科）カリ
キュラム高度化

・教員養成フラッグシップ大
学推進委員会との協働による
事業内容の機動的な評価・改
善
・教員就職希望者の増加

・教師の指導力向上

・教師の資質・能力
の向上

・学校教育力の向上

社会的インパクト評価のためのロジックモデル（仮案）





文部科学省や教員養成フラッグシップ大学推進委員会と連携して、TEXプログ
ラムの成果を広く普及させる取組を行うとともに、以下の教職課程に関する制
度改善に結びつける。

▶５年一貫による教員養成など教員養成の制度改革への貢献
（学部から教職大学院への接続による教員養成の高度化）
早期卒業制度等を活用して連携教職大学院に入学する5年一貫教員養成のルー

ト（３＋２）を設ける。その際、必ずしも5年間を一大学で学ぶ必要はなく、連
携した大学の教職大学院への進学のルートを開く。なお、4年制による教員養成
も維持することによって、教員の確保も担保する。

▶教育大学（学部）における専門職養成機能の強化
（教員養成大学（学部）における専門職養成機能の一層の強化）
教員養成フラッグシップ大学特例措置22単位（小学校）以外に、教員養成大

学（学部）については教職アドバンスト科目15単位程度を開設し、「自律した
学修者」としての教師の学びに関するマネジメント力の育成を図る。さらに、
教員免許制度改革を視野に入れた教職科目体系の研究を行う。

（３）取組の検証を踏まえた教職課程に関する制度の改善への貢献
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